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後
水
尾
上
皇
・
明
正
天
皇
の
前
で
奏
楽
し
た
琉
球
人

  

木
　
土
　
博
　
成

は
じ
め
に

明（
一
八
七
二
）

治
五
年
、
天
皇
は
琉
球
国
王
尚
泰
が
派
遣
し
た
「
維
新
慶
賀
使
」
を
引
見
す
る（

（
（

。
お
そ
ら
く
明
治
天
皇
に
と
っ

て
、
琉
球
人
を
引
見
し
た
の
は
初
め
て
の
経
験
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
近
世
期
、
す
な
わ
ち
琉
球
が
「
異
国
」
の
ま
ま

島
津
氏
の
「
附
庸
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
時
期
に
お
い
て（

（
（

、
天
皇
な
い
し
上
皇
に
見
え
た
琉
球
人
は
い
た
で
あ
ろ

う
か
。

こ
の
問
題
に
言
及
し
た
上
原
兼
善
に
よ
れ
ば（

（
（

、
寛（

一
六
二
六
）

永
三
年
に
徳
川
秀
忠
と
将
軍
家
光
が
京
都
二
条
城
に
後
水
尾
天
皇

を
迎
え
た
際
、
薩
摩
藩
主
島
津
家
久
は
琉
球
人
を
引
き
連
れ
上
洛
し
て
い
た
。
そ
こ
で
「
琉
球
使
節
の
天
皇
家
と
の
対

面
」
が
あ
り
、
近
世
期
に
お
け
る
琉
球
使
節
と
天
皇
家
の
対
面
は
、「
お
そ
ら
く
こ
の
時
が
最
初
に
し
て
最
後
で
あ
る
」
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と
い
う
。
一
方
で
近
年
、
板
谷
徹
は
寛
永
三
・
七
・
一
三
年
と
三
度
に
わ
た
り
、
琉
球
楽
人
が
後
水
尾
天
皇
（
寛
永
六

年
以
降
は
上
皇
）
に
対
し
、
御
前
奏
楽
を
行
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る（

（
（

。
し
か
し
後
述
す
る
よ
う
に
、
上
原
・
板
谷
の
典

拠
史
料
の
一
部
に
は
再
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
琉
球
楽
人
と
後
水
尾
の
関
係
に
つ
い
て
も
再
考
の
余
地
が

あ
る
。

そ
も
そ
も
近
世
期
に
お
い
て
、
朝
廷
と
琉
球
に
は
ど
の
程
度
の
接
点
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
後
水
尾
上
皇
の
死

に
際
し
、
鳴
物
停
止
が
琉
球
に
ま
で
及
ん
だ
こ
と
な
ど
、
興
味
深
い
事
例
は
報
告
さ
れ
て
い
る
も
の
の（

（
（

、
本
格
的
な
検

討
成
果
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
琉
球
に
限
ら
ず
と
も
、
近
世
の
天
皇
は
「
異
国
」
と
の
関
係
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う

な
立
ち
位
置
に
あ
っ
た
の
か
。
幕
末
の
孝
明
天
皇
の
排
外
的
志
向
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る（

（
（

。
た
だ
し
、
古
代
の
一
時

期
に
は
天
皇
が
元
日
朝
賀
の
儀
な
ど
で
「
異
国
人
」
を
引
見
す
る
こ
と
も
あ
っ
た（

（
（

わ
け
で
あ
り
、
近
世
前
期
段
階
に
お

け
る
天
皇
と
「
異
国
人
」
の
接
点
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
作
業
も
、
そ
の
前
後
と
の
繋
が
り
・
断
絶
を
考
え
る
上
で
は

意
義
が
あ
ろ
う
。
成
立
期
の
朝
鮮
信
使
と
天
皇
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
大
君
外
交
の
内
実
を
問
う
た
池
内
敏
に
言
及

す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が（

（
（

、
本
格
的
か
つ
体
系
的
な
分
析
は
ま
だ
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。

そ
こ
で
小
稿
で
は
、
寛
永
期
に
後
水
尾
上
皇
・
明
正
天
皇
の
前
で
奏
楽
し
た
琉
球
人
の
存
在
を
取
り
上
げ
、
近
世
期

の
天
皇
と
「
異
国
人
」
の
関
係
を
考
え
る
上
で
の
基
礎
的
作
業
と
し
た
い
。
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第
一
章
、
先
行
学
説
の
検
証

（
1
）、
寛
永
三
年
の
禁
裏
奏
楽
説
に
つ
い
て

近
年
、
板
谷
徹
は
芸
能
史
の
立
場
か
ら
多
く
の
成
果
を
積
み
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
主
に
典
拠
と
す
る
琉
球
国
の

家
譜
資
料（

（
（

と
、
そ
の
他
の
一
次
史
料
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
総
合
的
に
扱
う
か
と
い
っ
た
点
で
、
再
考
の
余
地
が
あ
る
。

こ
こ
で
は
ま
ず
、
寛
永
三
年
に
後
水
尾
天
皇
に
対
し
、
琉
球
人
が
御
前
奏
楽
を
行
っ
た
と
す
る
通
説
に
つ
い
て
、
典

拠
史
料
を
再
検
討
す
る
中
で
見
直
す
こ
と
を
試
み
る
。
二
条
城
行
幸
が
な
さ
れ
た
寛
永
三
年
は
、
近
世
政
治
史
、
と
り

わ
け
朝
幕
関
係
を
考
え
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
つ（

（（
（

。
上
洛
し
た
徳
川
秀
忠
と
家
光
は
、
九
月
六
日
か
ら
一
〇
日
に
か

け
て
、
二
条
城
に
後
水
尾
天
皇
の
一
行
を
招
い
た
。
そ
の
場
で
御
前
奏
楽
が
な
さ
れ
た
と
い
う
立
場
を
と
る
板
谷
が
、

典
拠
と
す
る
の
は
以
下
の
家
譜（

（（
（

で
あ
る
。

〔
史
料
1
〕

　

孟
姓
五
世
宗
能

（
前
略
）、
天（

寛
永
三
）

啓
六
年
丙
寅
、
奉　

命
為
年
頭
慶
賀
使
赴
薩
州
、
朝　

家
久
公
。
同
年　

大
守
公
率
領
宗
能
及
楽
童

子
拾
余
名
、
赴
京
都
。
十
一
月
六
日　

帝
王
御
前
於
奏
楽
時
、
各
賜
銀
子
〔
数
量
不
詳
〕。
亦
在
京
都
於
朝　

将

軍
家
光
公
、
而
奏
楽
。
後
回
鹿
府
事
竣
。
崇（

寛
永
五
）

禎
元
年
秋
帰
国
。（
後
略
）
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こ
こ
に
は
、
寛
永
三
年
に
「
年
頭
慶
賀
使
」
と
し
て
島
津
家
久
の
も
と
に
赴
い
た
琉
球
人
（「
宗
能
及
楽
童
子
拾
余

名
」）
が
、
一
一
月
六
日
に
後
水
尾
天
皇
の
前
で
奏
楽
し
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
板
谷
は
こ
れ
を
平（

一
九
八
九
）

成
元
年

に
新
た
に
編
纂
さ
れ
た
家
譜
で
あ
る
と
指
摘
す
る
一
方
、
他
史
料
と
状
況
が
符
合
す
る
こ
と
か
ら
、
信
用
が
置
け
る
も

の
と
判
断
し
て
い
る
様
で
あ
る
。
そ
の
他
史
料
の
一
つ
が
、
一
一
月
一
八
日
付
で
薩
摩
藩
士
の
岩
切
信
充
が
同
藩
の
国

許
家
老
ら
に
宛
て
て
書
き
送
っ
た
も
の
で
あ
る（

（（
（

。

〔
史
料
2
〕

　
　
　

以
上

任
幸
便
一
書
令
啓
上
候
、
然
者
琉
球
之
楽
人
衆
爰
許
仕
合
能
仕
舞
被
申
候
而
、
御
暇
被
下
候
間
、
今
日
京
都
を
打

立
被
罷
下
候
、
従　

禁（
明
正
）

中
様
銀
子
廿
枚
、
従　

仙（
後
水
尾
）

洞
様
卅
枚
、
六（

良

如

）

条
之
西
御
門
跡
様
よ
り
拾
枚
、　

近（
近
衛
信
尋
）

衛
様
よ
り

ち
り
め
ん
一
巻
充
被
下
候
、
為
御
納
得
之
申
上
候
、
巨
細
者
相
良
満
右
衛
門
尉
殿
可
被
申
達
候
、
恐
惶
謹
言
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
切
六
右
衛
門
尉

　
　
　
　
　

霜
月
十
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
充
（
花
押
）

　
　
　
　

下（
島
津
久
元
）

野
守
様

　
　
　
　

鎌（
鎌
田
政
統
）

出
雲
守
様

　
　
　
　

山（

山

田

有

栄

）

民
部
少
輔
様



163 後水尾上皇・ 明正天皇の前で奏楽した琉球人

　
　
　
　

弾（
島
津
久
慶
）

正
大
弼
様

　
　
　
　
　
　
　
　

参
人
々
御
中

岩
切
に
よ
れ
ば
、
京
都
に
お
い
て
琉
球
楽
人
衆
に
よ
る
奏
楽
が
無
事
に
終
わ
り
、
暇
が
下
さ
れ
た
。
そ
の
際
、「
仙

洞
様
」
ら
か
ら
拝
領
物
が
あ
っ
た
と
い
う
。

か
つ
て
当
史
料
を
紹
介
し
た
上
原
は
、
こ
れ
を
寛
永
三
年
の
発
給
に
比
定
し
た
上
で
、「
琉
球
使
節
の
天
皇
家
と
の

対
面
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
お
そ
ら
く
こ
の
時
が
最
初
に
し
て
最
後
で
あ
る
」
と
評
価
し
、
板
谷
も
こ
れ
を
寛
永
三
年
の

も
の
と
見
る
点
に
お
い
て
は
上
原
と
立
場
を
同
じ
く
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
寛
永
三
年
段
階
で
「
仙
洞
様
」、
す
な

わ
ち
上
皇
は
存
在
し
な
い（

（（
（

。
後
水
尾
天
皇
の
退
位
は
寛
永
六
年
の
こ
と
で
あ
り
、「
仙
洞
様
」
と
あ
る
当
史
料
は
、
寛4

永
六
年
以
降

4

4

4

4

4

の
も
の
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
年
次
は
後
で
検
討
す
る
と
し
て
、
ま
ず
は
寛
永
三
年
の
状
況
を
説

明
す
る
際
に
用
い
る
の
は
不
適
切
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

そ
れ
で
は
板
谷
が
挙
げ
る
そ
の
他
の
史
料
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

〔
史
料
3
〕（

（（
（

爾
来
絶
音
問
背
本
意
候
、
先
以
貴
邦
無
為
之
由
珍
重
々
々
、
仍
今
度　

両（
秀
忠
・
家
光
）

将
軍
被
成
御
上
洛
、　

行
幸
可
然
相
済
、

就
中
我
等
儀
被
任
中
納
言
、
於
仕
合
者
無
残
所
候
間
、
可
安
御
心
候
、
然
者
今
帰
仁
同
心
ニ
而
罷
渡
候
衆
三
人
、
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今
度
京
都
へ
召
列
候
、
別
而
神
妙
ニ
奉
公
相
勤
令
辛
労
候
、
併　

行
幸
之
様
子
共
致
見
物
候
条
幸
之
至
候
、
将
又

薫
香
合
一
・
印
籠
き
ん
ち
や
く
、
致
進
献
之
候
、
聊
補
書
信
迄
候
、
恐
惶
不
宣
、

　
　

（
寛
永
三
年
）
十
一
月
六
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
納
言
家
久
（
花
押
）

　
　

進
献　

中（
尚
豊
）

山
王

〔
史
料
4
〕（

（（
（

　
　
　

以
上

仲
冬
初
六
之　

玉
書
、
臘
月
下
旬
到
来
、
洗
手
於
霜
露
拝
誦
、
薫
微
抃
躍
不
斜
候
、
抑
於
京
都
之
御
仕
合
無
所
残

之
令
示
誨
、
恐
幸
万
悦
不
過
之
候
、
然
者
為
御
音
問
薫
香
合
一
・
印
籠
き
ん
ち
や
く
并
杉
原
二
十
帖
拝
領
仕
、
感

戴
無
極
候
、　

高
恩
之
深
蒼
海
還
浅
、
書
紳
永
佩
焉
、
就
中
金
襴
珎
物
驚
目
候
、
将
又
当
年
茂
可
被
遊　

御
上
洛

候
哉
、
如
何
奉
存
候
、
仍
雖
是
式
候
、
方
物
七
件
奉
進
上
之
候
、
其
趣
相
記
于
別
紙
候
、
聊
補
微
志
計
候
、
随
而

者
小
童
三
人
指
上
申
候
之
処
、
京
都
迄
致
供
奉
、
種
々
蒙　

御
憐
愍
、
剰
天
下
希
代
之　

行
幸
拝
見
仕
候
由
、
彼

是
以
冥
加
不
少
候
、
万
端
忝
儀
難
尽
寸
楮
候
、
猶
奉
期
来
慶
之
時
候
、
誠
惶
誠
恐
敬
白
、

　
　

（
寛
永
四
年
）
正
月
十
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
王
尚
豊
（
花
押
）

　
　

進
上　

黄
門
家
久
尊
公
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島
津
家
久
が
尚
豊
王
に
宛
て
た
〔
史
料
3
〕
は
「
両
将
軍
被
成
御
上
洛
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
寛
永
三
年
の
一
一
月

六
日
付
で
あ
る
と
確
認
で
き
、
そ
の
返
翰
に
当
た
る
〔
史
料
4
〕
は
寛
永
四
年
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

れ
ら
か
ら
、「
今
帰
仁
同
心
ニ
而
罷
渡
候
衆
三
人
」（〔
史
料
3
〕）
の
琉
球
人
が
、
後
水
尾
天
皇
の
二
条
城
行
幸
に
合
わ

せ
て
上
洛
し
て
い
た
こ
と
は
読
み
取
れ
る
。
た
だ
し
、〔
史
料
4
〕
で
「
小
童
」
と
記
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
琉
球
人
は
、

あ
く
ま
で
「
神
妙
ニ
奉
公
」（〔
史
料
3
〕）・「
天
下
希
代
之
行
幸
拝
見
」（〔
史
料
4
〕）
し
た
と
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

こ
れ
を
板
谷
の
よ
う
に
、
後
水
尾
天
皇
の
御
前
で
奏
楽
が
あ
っ
た
と
踏
み
込
ん
で
解
釈
す
る
の
は
、〔
史
料
2
〕
が
寛

永
三
年
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
誤
前
提
に
立
っ
た
誤
断
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
寛
永
三
年
に
、
楽
童
子
が
京
都
ま
で

上
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
も
の
の
、〔
史
料
1
〕
が
主
張
す
る
よ
う
な
一
一
月
六
日（

（（
（

の
御
前
奏
楽
は
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
同
年
に
島
津
家
久
が
従
三
位
中
納
言
へ
と
昇
進
し
た
事
実
に
触
れ
、「
島
津
氏
が
破
格
の
昇
進
を
と

げ
る
に
お
い
て
、
琉
球
使
節
同
伴
の
果
た
し
た
意
味
が
大
き
か
っ
た
こ
と
は
、
先
の
天
皇
・
公
家
・
門
跡
の
反
応
（
引

用
者
注
：〔
史
料
2
〕）
か
ら
も
推
察
さ
れ
よ
う
」
と
す
る
上
原
の
見
解
も
、
根
拠
を
失
う
。

（
2
）、
寛
永
七
年
の
禁
裏
奏
楽
説
に
つ
い
て

引
き
続
い
て
、
寛
永
七
年
に
禁
裏
御
前
奏
楽
が
あ
っ
た
と
す
る
板
谷
説
を
見
る
。
寛
永
七
年
四
月
一
八
日
と
二
一
日

に
、
大
御
所
徳
川
秀
忠
と
将
軍
徳
川
家
光
は
そ
れ
ぞ
れ
江
戸
桜
田
の
薩
摩
藩
邸
に
御
成
を
し
、
家
光
の
御
前
で
は
琉
球

楽
人
に
よ
る
奏
楽
も
行
わ
れ
た（

（（
（

。
板
谷
は
、
楽
人
衆
が
「
江
戸
か
ら
の
帰
途
に
京
で
も
九
月
一
六
日
に
禁
裏
で
の
奏
楽
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が
あ
っ
た
」
と
の
立
場
を
と
る
。
そ
の
典
拠
は
、
以
下
の
家
譜（

（（
（

で
あ
る
。

〔
史
料
5
〕

　

牧
姓
三
世
宗
淳

（
前
略
）、
八
月
下
旬
発
江
戸
、
九
月
十
三
日
経
過
京
都
之
時
、
従　

帝
王
承
欲
聞
音
楽
之
宣
上
故
、
同
十
六
日
奏

于
楽
内
裏
了
。
而
賜
御
萬（

菓
）子

並
加
賀
杦
原
一
束
・
銀
子
三
枚
退
城
矣
。
且
在
京
之
間
有
御
免
一
見
洛
中
也
。
同
月

下
浣
回
鹿
府
、
同
十
一
月
帰
国
矣
。（
後
略
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
八
月
下
旬
」
に
江
戸
を
発
し
、「
九
月
十
三
日
」
に
京
都
に
着
い
た
琉
球
楽
人
に
対
し
、「
帝
王
」

が
音
楽
を
所
望
し
た
た
め
、「
同
（
九
月
）
十
六
日
」
に
「
内
裏（

（（
（

」
で
奏
楽
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。「
加
賀
杦
原
」
と

い
っ
た
拝
領
物
が
具
体
的
に
示
さ
れ
る
点
な
ど
は
、
本
家
譜
に
根
拠
が
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
そ
こ
で
本
史
料
の
信

憑
性
に
つ
い
て
は
、
他
史
料
を
通
じ
て
検
討
し
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。

〔
史
料
6
〕（

（（
（

爾
来
絶
書
信
欝
襟
而
已
、
抑
去
四
月
十
八
日
・
同
廿
一
日
、
御（

秀
忠
・
家
光
）

両
大
樹
御
成
相
済
、
千
喜
万
悦
幸
甚
々
々
、
然
者

其
地
之
楽
児
、
兼
日
依
申
談
無
緩
疎
被
仰
付
、
存
慮
之
外
早
速
参
着
之
故
、　

御
成
之
時
分
、
於
前
絲
竹
曲
調
之
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逸
興
、
御
快
然
不
斜
、
因
玆
終
日
之
御
宴
酒
相
達
本
懐
者
也
、
誠
々
御
入
魂
之
真
節
不
浅
、
今
也
楽
児
之
衆
就
帰

邦
伝
一
書
札
、
右
之
謝
詞
不
足
、
敢
寸
楮
伸
必
以
一
使
可
申
達
、
次
雖
為
軽
薄
、
本
朝
方
物
数
品
禄
別
紙
進
入

之
、
聊
補
寸
意
耳
、
恐
惶
不
宣
、

　
　
（
寛
永
七
年
）
八
月
廿
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
納
言
家
久
〔
判
〕

　
　

進
献　

中（
尚
豊
）

山
王

本
書
状
は
江
戸
で
の
御
成
終
了
後
、（
寛
永
七
年
）
八
月
二
七
日
付
で
島
津
家
久
が
尚
豊
王
に
送
っ
た
も
の
の
写
し

で
あ
る
。
傍
線
部
に
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
八
月
二
七
日
段
階
で
「
楽
児
」（
楽
童
子
）
は
江
戸
か
ら
の
帰
途
に
就

い
て
い
た
。
こ
れ
は
「
八
月
下
旬
発
江
戸
」
と
あ
る
家
譜
と
矛
盾
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
九
月
一
三
日
に
京
都
に
着

き
、
同
一
六
日
に
「
内
裏
」
で
奏
楽
し
た
と
す
る
家
譜
の
記
述
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
「
凉
源
院
殿
御
記
」（
国
立
公
文

書
館
蔵
）・「
孝
亮
宿
禰
記
（
壬
生
本
）」（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）・「
本
源
自
性
院
記
」（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
写
真

帳
）・「
泰
重
卿
記
（
土
御
門
本
）」（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）・「
大
内
日
記
」（
国
立
公
文
書
館
蔵
）
な
ど
の
同
時
代
史
料

に
関
連
記
事
は
見
出
せ
な
い
も
の
の
、
信
を
置
く
こ
と
が
出
来
る
と
い
え
よ
う
。

さ
て
、
九
月
一
六
日
に
「
内
裏
」
で
琉
球
人
に
よ
る
奏
楽
が
な
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
先
行
研
究
が
触
れ
な
か
っ

た
重
要
な
論
点
が
浮
か
び
上
が
る
。
と
い
う
の
も
、
琉
球
楽
人
が
京
都
に
着
い
た
と
さ
れ
る
前
日
、
す
な
わ
ち
九
月

一
二
日
に
は
明
正
天
皇
の
即
位
式
が
挙
行
さ
れ
て
い
た（

（（
（

。
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
四
日
後
に
「
異
国
人
」
の
奏
楽
が
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「
内
裏
」
で
な
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
を
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、

祭
祀
・
儀
礼
終
了
後
の
饗
宴
で
、「
異
国
」
の
楽
を
奏
で
る
と
い
う
中
華
の
価
値
体
系
の
存
在
で
あ
る（

（（
（

。〔
史
料
5
〕
の

「
帝
王
」・「
内
裏
」（
素
直
に
読
め
ば
、
明
正
天
皇
・
禁
裏
を
指
す
）
が
後
水
尾
上
皇
・
上
皇
の
居
所
を
指
す
と
い
う
可

能
性
も
な
お
残
さ
れ
は
す
る
も
の
の
、
そ
の
よ
う
な
価
値
体
系
に
通
じ
た
公
家
が
、
即
位
式
直
後
の
幼
帝
に
「
異
国

人
」
の
奏
楽
を
受
け
さ
せ
る
べ
く
画
策
し
た
可
能
性
は
指
摘
で
き
よ
う
。

琉
球
楽
人
が
こ
の
段
階
で
京
都
に
居
合
わ
せ
た
の
は
、
た
ま
た
ま
江
戸
か
ら
の
帰
り
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
が
、「
内
裏
」
で
の
奏
楽
が
実
現
に
至
っ
た
の
は
、
朝
廷
側
が
そ
こ
に
何
ら
か
の
意
義
を
見
出
し
た
か
ら
で
あ

る
。
一
つ
の
家
譜
資
料
か
ら
の
断
定
は
避
け
た
い
が
、
さ
し
あ
た
り
寛
永
七
年
の
事
例
が
、
天
皇
の
即
位
式
直
後
と
い

う
重
要
な
時
期
に
な
さ
れ
た
も
の
で
、
琉
球
人
が
天
皇
も
し
く
は
上
皇
の
御
前
で
奏
楽
し
た
初
出
例
と
位
置
づ
け
ら
れ

る
点
を
指
摘
し
て
お
く
。

第
二
章
、
寛
永
一
三
年
の
御
前
奏
楽

以
上
、
寛
永
三
年
に
お
け
る
禁
裏
御
前
奏
楽
の
可
能
性
を
否
定
す
る
と
と
も
に
、
寛
永
七
年
に
は
明
正
天
皇
も
し
く

は
後
水
尾
上
皇
に
対
し
奏
楽
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
論
じ
て
き
た
。
本
章
で
検
討
す
る
の
は
、
寛
永
一
三
年
の
御
前
奏
楽

で
あ
る
。
板
谷
の
典
拠
は
二
つ
あ
っ
た
。
ま
ず
は
鹿
苑
寺
の
鳳
林
承
章
（
後
水
尾
上
皇
の
従
兄
弟
伯
父
）
の
日
記
『
隔



169 後水尾上皇・ 明正天皇の前で奏楽した琉球人

蓂
記
』
の
寛
永
一
三
年
一
〇
月
一
三
日
条
、
お
よ
び
同
月
二
四
日
条
を
見
よ
う（

（（
（

。

〔
史
料
7
〕

（
寛
永
一
三
年
一
〇
月
）
十
三
日
、（
中
略
）、
今
日　

仙
洞
、
琉
球
人
六
人
来
、
奏
楽
。
予
雖
被　

召
、
御
理
申
、

不
参
。

　
　
（
中
略
）

（
同
月
）
廿
四
日
、
院
参
。（
中
略
）、
今
晩
於　

仙
洞
、
琉
球
人
之
音
楽
聴
聞
。
琉
球
人
六
人
、
其
内
四
人
者
少

年
、
十
四
歳
、
十
五
歳
、
十
六
歳
也
。
二
人
者
三
十
四
五
歳
、
又
廿
六
七
歳
之
者
也
。
少
年
四
人
之
名
、
真マ

三

郎
・
思ヲ

モ
ヒ
ト
ク徳

・
思ヒ

カ
子金

・
思
五
郎
、
二
人
之
者
ノ
名
、
ヲ（

小

橋

川

ヵ

）

ハ
シ
ヤ
ハ
・
タ
イ
ラ
。
奏
音
楽
、
挽
四
線
・
三
線
・
二
泉（

線
）。

了
、
酌
酉
水
、
献
酬
之
礼
、
与
日
本
、
異
也
。
日
本
之
伶
人
習
琉
球
楽
、
此
中
習
了
、
漸
奏
之
者
也
。
為　

勅

命
、
習
楽
云
々
。
有
道
之
臣
在
傍
、
攅
眉
曰
、
夷
狄
之
楽
、
非
桑
間
濮
上
、
而
何
乎
、
今
習
淫
声
之
楽
、
非
好

事
、
為
朝
之
訛
哉
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
寛
永
一
三
年
の
一
〇
月
に
、
仙
洞
御
所
で
琉
球
人
の
御
前
奏
楽
が
あ
っ
た
。
一
三
日
に
記
主
は
参

上
し
て
い
な
い
が
、
二
四
日
に
は
参
上
し
、
琉
球
楽
人
六
人
に
よ
る
御
前
奏
楽
を
聴
い
た
上
で
、
酒
宴
に
も
立
ち
会
っ

て
い
る
。
後
水
尾
上
皇
が
琉
球
楽
を
日
本
の
伶
人
に
習
わ
せ
た
と
こ
ろ
、「
夷
狄
之
楽
」
で
あ
る
の
で
「
桑
間
濮
上
」
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（
亡
国
の
音
の
意（

（（
（

）
で
あ
る
と
し
て
、「
有
道
之
臣
」
が
眉
を
ひ
そ
め
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
伶
人
が
「
異
国
」
の

楽
を
習
っ
た
こ
と
に
対
し
、
反
発
す
る
向
き
も
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
よ
う
な
機
会
は
い
か
に

し
て
設
け
ら
れ
た
の
か
。
こ
の
点
を
示
唆
す
る
の
は
、
板
谷
が
引
用
す
る
い
ま
一
つ
の
史
料
、
家
譜
で
あ
る（

（（
（

。

〔
史
料
8
〕

　

益
姓
四
世
里
安

（
前
略
）、
崇（

寛
永
一
二
）

禎
八
年
乙
亥
九
月
、
為
小
赤
頭
。　

日
本　

帝
王
欲
聞
唐
音
楽
。
薩
州　

太
守
家
久
尊
公
承
詔
命
、

以
告
報
中
山
国
。
依
之
得
黎
氏
小
橋
川
親
雲
上
篤
宴
主
楽
時
、
為
楽
童
子
。
崇（

寛
永
一
三
）

禎
九
年
丙
子
之
春
到
薩
州
。
上
於

京
都
奏
楽
於　

帝
王
御
前
矣
。
経
数
月
帰
国
時
、
各
拝
受
白
銀
。
同

（
寛
永
一
四
）十

年
丁
丑
之
春
帰
国
。（
後
略
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
寛
永
一
二
年
の
八
月
段
階
で
「
日
本　

帝
王
」
か
ら
「
唐
音
楽
」
の
要
望
を
島
津
家
久
が
受
け
、

家
久
が
こ
れ
を
琉
球
国
王
に
伝
え
、
翌
寛
永
一
三
年
に
実
現
に
至
っ
た
と
い
う
。
編
纂
物
で
あ
る
本
史
料
の
日
程
な
ど

の
記
載
に
矛
盾
は
な
く
、
当
面
は
こ
れ
が
派
遣
の
経
緯
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
、
板
谷
に
よ
り
な
が
ら
、
寛
永
一
三
年
の
御
前
奏
楽
を
伝
え
る
史
料
を
二
点
挙
げ
て
き
た
。
本
稿
で
は
こ
れ

に
、
二
つ
の
関
連
史
料
を
付
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
は
、
上
原
や
板
谷
ら
が
寛
永
三
年
の
も
の
と
見
た 〔
史
料
2
〕 
を
思
い
起
こ
し
た
い
。〔
史
料
2
〕 

は
、 

宛
先
の
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四
家
老
の
並
び
や
名
乗
り
に
注
目
す
る
限
り
、
寛
永
一
三
年
の
発
給
と
断
じ
て
良
い
も
の
で
あ
る（

（（
（

。
つ
ま
り
、
寛
永
三

年
の
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
〔
史
料
2
〕
は
、
実
は
寛
永
一
三
年
の
御
前
奏
楽
の
暇
に
関
わ
る
史
料
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
〔
史
料
2
〕
に
よ
り
、
寛
永
一
三
年
の
御
前
奏
楽
に
い
く
ば
く
か
の
知
見
を
加
え
よ
う
。
一
〇
月
一
三
日
・

二
四
日
の
少
な
く
と
も
二
度
に
わ
た
り
仙
洞
御
所
で
奏
楽
し
た
琉
球
楽
人
（〔
史
料
7
〕）
は
、
そ
の
後
「
御
暇
」
が
下

さ
れ
、
一
一
月
六
日
に
京
都
を
発
っ
て
帰
国
の
途
に
就
い
た
。
注
目
し
た
い
の
は
、
そ
の
折
に
琉
球
人
に
物
を
賜
っ
た

面
々
で
あ
る
。「
禁
中
様
」（
明
正
天
皇
、
後
水
尾
の
子
女
）・「
仙
洞
様
」（
後
水
尾
上
皇
）・「
六
条
之
西
御
門
跡
様
」

（
西
本
願
寺
一
三
世
宗
主
・
良
如
）・「
近
衛
様
」（
近
衛
信
尋
、
後
水
尾
の
弟
）
の
面
々
は
、
鳳
林
承
章
と
も
ど
も
、
い

わ
ゆ
る
寛
永
文
化（

（（
（

を
担
っ
た
後
水
尾
ゆ
か
り
の
人
々
で
あ
る
。
な
か
で
も
注
意
し
た
い
の
は
、
明
正
天
皇
か
ら
琉
球
人

に
対
し
て
下
賜
が
あ
っ
た
事
実
で
あ
る
。「
銀
子
廿
枚
」
は
父
後
水
尾
の
「
卅
枚
」
よ
り
は
少
な
い
が
、
こ
の
事
実
は

こ
の
度
の
御
前
奏
楽
が
明
正
天
皇
の
前
で
も
な
さ
れ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

そ
の
明
正
天
皇
の
御
前
奏
楽
の
実
態
に
迫
る
上
で
、
本
稿
で
は
い
ま
一
つ
の
史
料
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
武
家

伝
奏
の
日
野
資
勝
の
手
に
な
る
「
凉
源
院
殿
御
記
」
寛
永
一
三
年
一
〇
月
六
日
・
七
日
条（

（（
（

で
あ
る
。

〔
史
料
9
〕

（
一
〇
月
六
日
条
）
明
日　

御
幸
ニ
候
間
、
四
ツ
時
分
可
致
伺
公
由
長
橋
殿
ヨ
リ
御
触
候
也
、

（
同
七
日
条
）
巳
刻
已
前　

朝
参
候
也
、
烏
丸
父
子
・
水
無
瀨
中
納
言
伺
公
也
、
院
中
之
衆
大
か
た
伺
公
、
清
閑
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寺
大
納
言
ハ
不
参
候
也
、
四
辻
大
納
言
伺
公
、
五
摂
家
衆
・
摂
政
殿
御
父

子
・
近
衛
殿
・
竹
門
主
師
弟
子
・
梨
門
主
師
弟
子
・
仁
門
主
・
青
門
主
・
一

乗
院
此
分
ハ
参
内
、　

摂
家
門
跡
御
見
物
之
簾
中
に
て
御
ト
ヲ
リ
ヲ
給
候

也
、
桜
ノ
御
庭
に
て
薩
摩
ア（

操

り

）

ヤ
ツ
リ
義
氏
ト
申
シ（

浄

瑠

璃

）

ヤ
ウ
ル
リ
仕
候
、
先
式
三

番
ヲ
仕
候
、
リ（

琉

球

）

ウ
キ
ウ
人
ノ
若
衆
四
人
〈
十
五
才
頃
／
ノ
由
也
〉
参
て
シ
ヤ

ウ
ル
リ
仕
候
所
ノ
舞
台
に
て
管
弦
又
小
ウ
タ
ヲ
謡
申
シ
ヤ
ミ
セ
ン
ヲ
引
申
候

云
々
、
リ
ウ
キ
ウ
人
退
出
有
テ
以
後
各
退
出
申
候
、

本
史
料
は
、
か
つ
て
安
田
富
貴
子
が
浄
瑠
璃
の
薩
摩
義
氏
に
言
及
す
る
中
で
、

触
れ
た
こ
と
が
あ
る（

（（
（

。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
禁
裏
で
浄
瑠
璃
が
行
わ
れ
た

舞
台
に
、
引
き
続
き
「
リ（

琉

球

）

ウ
キ
ウ
人
ノ
若
衆
四
人
」
が
上
が
り
奏
楽
を
し
た
と
い

う
点
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
一
〇
月
一
三
日
・
二
四
日
の
仙
洞
奏
楽
以
前
、
一
〇
月
七
日
段
階

で
琉
球
楽
人
は
す
で
に
明
正
天
皇
の
御
前
で
奏
楽
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ

の
間
の
時
系
列
を
寛
永
三
年
・
七
年
の
も
の
と
あ
わ
せ
て
整
理
し
た
︻
表
︼
を
参

照
さ
れ
た
い
。
寛
永
一
三
年
の
事
例
は
、
琉
球
人
に
よ
る
禁
裏
御
前
奏
楽
が
確
実

【表】
年 月 日 出来事 典　拠

寛永 3 御前奏楽の事実なし

寛永 7 9 月16日「帝王」 の求めにより 「内裏」 で奏楽「牧姓家譜」（〔史料 5 〕）

寛永13 10月 7 日 桜御庭で明正天皇の御前で奏楽 「凉源院殿御記」（〔史料9〕）

10月13日 仙洞御所で後水尾上皇の御前で奏楽『隔冥記』（〔史料 7 〕）

10月24日 仙洞御所で後水尾上皇の御前で奏楽『隔冥記』（同）

11月18日 琉球楽人が鹿児島に向け京都を出発『旧記雑録』（〔史料 2 〕）
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に
判
明
す
る
初
例
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
稿
で
は
琉
球
楽
人
の
奏
楽
に
つ
い
て
、
寛
永
三
年
の
禁
裏
奏
楽
説
を
否
定
す
る
と
と
も
に
、
寛
永
七
年
に

は
明
正
天
皇
、
も
し
く
は
後
水
尾
上
皇
の
御
前
で
奏
楽
が
な
さ
れ
た
ら
し
い
こ
と
、
お
よ
び
寛
永
一
三
年
に
は
明
正
天

皇
・
後
水
尾
上
皇
の
御
前
で
奏
楽
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
論
証
し
て
き
た
。

近
世
琉
球
史
の
中
で
も
史
料
が
特
に
限
ら
れ
る
一
七
世
紀
に
お
い
て
、
家
譜
資
料
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
例
え
ば
本
稿
で
行
っ
た
よ
う
に
、
薩
摩
藩
側
の
史
料
、
お
よ
び
公
家
な
ど
の
日
記
と
照
ら
し

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
有
用
性
と
限
界
を
見
極
め
る
作
業
は
欠
か
せ
な
い
で
あ
ろ
う
。
琉
球
史
研
究
に
お
い
て
、
奏

楽
と
い
っ
た
多
分
野
に
わ
た
る
領
域
の
事
柄
を
、
複
数
の
史
・
資
料
群
を
立
体
的
に
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
復
元
し
て
い

く
作
業
は
、
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
琉
球
楽
人
が
後
水
尾
上
皇
・
明
正
天
皇
の
御
前
で
奏
楽
で
き
た
こ
と
の
意
義
、
こ
の
点
を
「
異
国
人
」
一

般
の
問
題
、
そ
し
て
琉
球
固
有
の
問
題
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
整
理
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
は
第
一
の
点
、
す
な
わ
ち
天
皇
の
御
前
で
「
異
国
人
」
が
芸
能
を
披
露
す
る
と
い
う
営
為
に
関
わ
っ
て
。「
異

国
人
」
に
よ
る
芸
能
披
露
は
、
後
水
尾
の
先
代
、
慶
長
～
元
和
期
の
後
陽
成
天
皇
に
対
す
る
「
高
麗
人
」
の
事
例
が
知
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ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
た
だ
し
同
じ
後
陽
成
天
皇
の
時
で
も
、
天（

一
五
九
一
）

正
一
九
年
に
は
秀
吉
所
望
の
朝
鮮
使
節
の
参
内
が
武
家
伝
奏

に
阻
ま
れ
て
お
り（

（（
（

、
外
交
使
節
で
あ
っ
た
朝
鮮
人
の
参
内
が
忌
避
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
寛
永
一
三
年
の
場
合
、
後

水
尾
上
皇
の
近
臣
か
ら
反
発
が
あ
っ
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
（〔
史
料
7
〕）、
そ
の
反
発
は
日
本
の
伶
人
に
「
淫
声
」

を
習
わ
せ
た

4

4

4

4

こ
と
に
対
す
る
も
の
で
、
天
皇
や
上
皇
の
面
前
で
「
異
国
人
」
が
芸
能
を
披
露
し
た
こ
と
自
体
に
対
す
る

も
の
と
ま
で
は
読
め
な
い
。
寛
永
七
年
や
一
三
年
の
琉
球
人
の
事
例
が
朝
幕
間
で
問
題
化
し
た
形
跡
は
な
く
、「
異
国

人
」
の
芸
能
集
団
が
天
皇
・
上
皇
の
御
前
に
上
が
る
こ
と
は
、
近
世
初
期
に
お
い
て
問
題
視
さ
れ
る
性
質
の
事
柄
で
な

か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

と
は
い
え
寛
永
一
三
年
以
降
、
芸
能
者
に
限
ら
ず
と
も
「
異
国
人
」
が
天
皇
・
上
皇
の
御
前
に
上
が
る
こ
と
は
確
認

で
き
ず
、
続
く
事
例
は
お
そ
ら
く
明
治
ま
で
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
最
後
を
飾
っ
た
の
が
琉
球
人
で
あ
る
と
い
う

事
実
は
示
唆
的
で
あ
る
。

む
ろ
ん
こ
れ
は
第
二
の
点
、
す
な
わ
ち
、
琉
球
の
置
か
れ
た
特
殊
な
地
位
と
関
わ
り
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。
か
つ
て

池
内
敏
は
「
大
君
外
交
」
の
内
実
を
問
題
に
す
る
中
で
、
武
家
の
主
催
す
る
外
交
か
ら
天
皇
が
排
除
さ
れ
る
と
し
た
。

す
な
わ
ち
、
寛
永
一
三
年
に
朝
鮮
信
使
の
京
都
に
お
け
る
宿
所
が
大
徳
寺
か
ら
本
国
寺
に
変
更
さ
れ
た
の
は
、「
武
家

の
主
催
す
る
外
交
行
事
と
朝
廷
と
の
接
触
を
断
つ
」、
と
り
わ
け
「「
勅
命
」
に
よ
っ
て
そ
う
し
た
接
触
を
実
現
す
る
道

を
断
つ
」
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う（

（（
（

。
他
方
、
寛
永
一
三
年
の
一
一
月
九
日
に
信
使
が
京
都
に
到
着
し
た（

（（
（

ま
さ
に
そ
の

頃
、
琉
球
人
は
明
正
天
皇
・
後
水
尾
上
皇
の
前
で
奏
楽
を
行
う
と
い
う
対
称
的
な
展
開
を
見
せ
て
い
る
。
朝
鮮
信
使
が



175 後水尾上皇・ 明正天皇の前で奏楽した琉球人

そ
の
名
の
通
り
、
将
軍
へ
国
書
を
届
け
る
た
め
の
外
交
行
事
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
寛
永
七
年
・
一
三
年
の
琉
球
楽
人

は
、
島
津
氏
が
引
率
し
て
き
た
芸
能
集
団
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
い
っ
て
み
れ
ば
「
武
家
の
主
催
す
る
外
交
行
事
」
の
範

疇
外
な
の
で
あ
る
。
外
交
行
事
と
無
関
係
に
宗
氏
が
朝
鮮
人
を
引
率
し
て
く
る
こ
と
な
ど
考
え
ら
れ
ず
、
し
た
が
っ
て

朝
鮮
と
琉
球
の
対
比
に
注
意
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
は
琉
球
が
単
に
「
異
国
」
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
島
津
氏
の
「
附

庸
」
で
あ
る
こ
と
の
作
用
を
重
く
見
ね
ば
な
る
ま
い
。

さ
て
、
寛
永
七
年
・
一
三
年
に
「
異
国
人
」
で
あ
る
琉
球
人
が
朝
廷
で
奏
楽
し
た
の
は
、
そ
れ
に
意
義
を
見
出
し
た

朝
廷
側

4

4

4

の
求
め
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
他
方
、
寛
永
一
三
年
以
降
に
「
異
国
人
」
に
よ
る
そ
の
よ
う
な
動
き
が
見
ら

れ
な
い
の
は
、
武
家
側

4

4

4

の
都
合
が
も
た
ら
し
た
結
果
で
あ
る
。
柳
川
一
件
後
、
寛
永
一
三
年
の
朝
鮮
信
使
で
新
機
軸
が

打
ち
出
さ
れ（

（（
（

、
寛
永
二
一
年
に
琉
球
使
節
が
成
立
す
る
こ
と
に
よ
り（

（（
（

、「
武
家
の
主
催
す
る
外
交
行
事
」
と
し
て
の
朝

鮮
人
・
琉
球
人
の
江
戸
参
府
の
制
度
が
確
立
し
、
上
洛
を
遠
慮
す
る
大
名
側
の
自
主
規
制
の
姿
勢（

（（
（

と
あ
い
ま
っ
て
、

「
異
国
人
」
が
朝
廷
に
上
が
る
機
会
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
と
り
わ
け
「
異
国
人
」
の
存
在
が
高
度
に

政
治
問
題
化
し
た
近
世
後
期
に
は
、「
異
国
人
」
が
禁
裏
は
お
ろ
か
洛
中
に
入
る
こ
と
さ
え
忌
避
す
る
志
向
が
、
朝
廷

に
お
い
て
も
強
ま
り
を
見
せ
る（

（（
（

。
そ
こ
で
は
、「
高
麗
人
」
や
「
琉
球
人
」
が
か
つ
て
禁
裏
で
御
前
奏
楽
を
行
っ
た
事

実
な
ど
は
、
も
は
や
顧
み
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
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【
註
】

（
1
）
真
栄
平
房
昭
「
幕
藩
制
国
家
の
外
交
儀
礼
と
琉
球
―
東
照
宮
儀
礼
を
中
心
に
―
」（『
歴
史
学
研
究
』
六
二
〇
号
、
一
九
九
一

年
）。

（
2
）
こ
の
よ
う
な
近
世
琉
球
の
地
位
の
確
定
に
つ
い
て
は
、
木
土
博
成
「
琉
球
使
節
の
成
立
―
幕
・
薩
・
琉
関
係
史
の
視
座
か

ら
―
」（『
史
林
』
九
九
―
四
、
二
〇
一
六
年
）
参
照
。

（
3
）
上
原
兼
善
「
琉
球
政
策
の
展
開
」（
同
『
幕
藩
制
形
成
期
の
琉
球
支
配
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
一
年
）。
以
下
、
本
稿
で
上

原
に
言
及
す
る
場
合
、
こ
の
論
文
に
よ
る
こ
と
に
す
る
。

（
4
）
板
谷
徹
「
楽
童
子
の
成
立
」（
同
『
近
世
琉
球
の
王
府
芸
能
と
唐
・
大
和
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
六
年
）。
以
下
、
本
稿
で
板

谷
に
言
及
す
る
場
合
、
特
に
断
ら
な
い
限
り
、
こ
の
論
文
に
よ
る
こ
と
に
す
る
。

（
5
）
真
栄
平
房
昭
「
近
世
日
本
の
境
界
領
域
―
琉
球
の
視
点
を
中
心
と
し
て
」（
真
栄
平
ほ
か
編
『
列
島
史
の
南
と
北
』
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
6
）
藤
田
覚
『
幕
末
の
天
皇
』（
講
談
社
、
二
〇
一
三
年
、
一
七
一
～
一
七
二
頁
）。

（
7
）
田
島
公
「
外
交
と
儀
礼
」（
岸
俊
男
編
『
日
本
の
古
代　

七　

ま
つ
り
ご
と
の
展
開
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
六
年
）。

（
8
）
池
内
敏
「「
大
君
」
号
の
歴
史
的
性
格
」（
同
『
大
君
外
交
と
「
武
威
」』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）。

（
9
）
家
譜
資
料
に
つ
い
て
は
、
板
谷
徹
「
御
冠
船
踊
り
ま
た
は
王
府
芸
能
へ
の
視
角
」（
同
前
掲
『
近
世
琉
球
の
王
府
芸
能
と
唐
・

大
和
』）
参
照
。
な
お
、
本
稿
で
家
譜
を
引
用
す
る
場
合
、
那
覇
市
歴
史
博
物
館
架
蔵
の
写
真
帳
で
、
適
宜
校
合
し
た
。
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（
10
）
朝
尾
直
弘
『
日
本
の
歴
史　

一
七　

鎖
国
』（
小
学
館
、
一
九
七
五
年
、
一
三
三
～
一
三
八
頁
）。

（
11
）
本
家
譜
に
つ
い
て
は
、
板
谷
前
掲
「
楽
童
子
の
成
立
」
参
照
。

（
12
）『
鹿
児
島
県
史
料　

旧
記
雑
録
後
編
五
』
六
六
号
、
以
下
、『
後
編
』
五
―
六
六
の
よ
う
に
略
す
。

（
13
）『
歴
代
天
皇
・
年
号
事
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
14
）『
後
編
』
五
―
六
五
。

（
15
）『
後
編
』
五
―
七
七
。

（
16
）〔
史
料
1
〕
の
編
者
が
一
一
月
六
日
に
奏
楽
が
あ
っ
た
と
す
る
の
は
、〔
史
料
3
〕
の
発
給
日
（
一
一
月
六
日
）
と
合
わ
せ
た

た
め
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
板
谷
は
〔
史
料
1
〕
の
「
朝　

将
軍
家
光
公
、
而
奏
楽
」
と
い
う
記
述
を
受
け
て
か
、「
寛
永
三

年
に
京
で
家
光
が
楽
童
子
に
出
会
っ
た
」（
同
「
唐
・
大
和
の
御
取
合
と
若
衆
」、
同
前
掲
『
近
世
琉
球
の
王
府
芸
能
と
唐
・

大
和
』）
と
す
る
が
、〔
史
料
3
・
4
〕
を
重
視
す
る
限
り
、
家
光
に
よ
る
琉
球
人
の
引
見
は
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
17
）
そ
こ
で
琉
球
楽
人
に
よ
る
奏
楽
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
木
土
前
掲
「
琉
球
使
節
の
成
立
」
ほ
か
参
照
。

（
18
）「
牧
姓
家
譜 （
翁
長
家
） 

三
世
宗
淳
」（『
那
覇
市
史
』
資
料
篇
第
一
巻
八
、
家
譜
資
料
四
）。
そ
の
他
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
持
つ
家

譜
に
、 「
欽
姓
三
世
清
信
」 （
板
谷
徹 「
家
譜
に
み
ら
れ
る
芸
能
資
料　

江
戸
上
り
」、 『
ム
ー
サ
』 

九
、
二
〇
〇
八
年
） 

が
あ
る
。

（
19
）「
帝
王
」「
内
裏
」
に
つ
い
て
、
注
（
18
）
前
掲
家
譜
「
欽
姓
三
世
清
信
」
は
、「
王
位
様
」「
内
裏
奥
之
殿
下
」
と
し
て
い
る
。

（
20
）『
後
編
』
五
―
三
一
八
。

（
21
）
式
の
詳
細
は
、「
明
正
天
皇
即
位
記
」（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
）
参
照
。
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（
22
）
渡
辺
信
一
郎
「
燕
楽
七
部
伎
楽
の
編
成
」（
同
『
中
国
古
代
の
楽
制
と
国
家
―
日
本
雅
楽
の
源
流
―
』
文
理
閣
、
二
〇
一
三

年
）
参
照
。

（
23
）『
隔
蓂
記
』（
第
一
、
赤
松
俊
秀
校
訂
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
五
八
年
、
三
六
～
三
八
頁
）。
な
お
本
史
料
に
つ
い
て
は
、
音
楽

史
の
観
点
か
ら
取
り
上
げ
た
豊
永
聡
美
「
琉
球
楽
と
朝
廷
」（『
歴
博
』
一
九
四
、
二
〇
一
六
年
）
も
参
照
の
こ
と
。

（
24
）『
礼
記
』
楽
記
篇
。

（
25
）
板
谷
徹
「
家
譜
に
み
ら
れ
る
芸
能
資
料
三　

薩
摩
上
国
」（『
ム
ー
サ
』
一
〇
、
二
〇
〇
九
年
）
参
照
。

（
26
）
鎌
田
政
統
が
家
老
と
し
て
の
実
態
を
備
え
る
の
は
寛
永
一
二
年
三
月
頃
で
（『
後
編
』
五
―
八
二
〇
）、
そ
の
後
、
寛
永
一
六

年
七
月
頃
に
出
雲
守
か
ら
治
部
少
輔
に
改
め
る
（『
後
編
』
六
―
三
六
ほ
か
）。
よ
っ
て
〔
史
料
2
〕
の
発
給
年
次
は
寛
永

一
二
・
一
三
・
一
四
・
一
五
年
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
四
家
老
の
居
所
に
つ
い
て
見
る
と
、
寛
永
一
二
年
一
一
月
段
階
で

島
津
久
元
が
江
戸
に
（『
後
編
』
五
―
八
六
四
・
九
二
一
）、
寛
永
一
四
年
一
一
月
段
階
で
鎌
田
政
統
と
島
津
久
慶
が
江
戸
に

（『
後
編
』
五
―
一
一
一
五
）、
寛
永
一
五
年
一
一
月
段
階
で
島
津
久
元
が
江
戸
に
（『
後
編
』
五
―
一
三
三
五
）
そ
れ
ぞ
れ
居

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
寛
永
一
二
・
一
四
お
よ
び
一
五
年
の
発
給
と
考
え
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
他
方
、
寛
永
一
三
年
九
月

一
八
日
付
で
宛
所
の
四
家
老
に
三
原
重
庸
を
加
え
、
五
人
で
加
判
し
た
「
引
付
」
と
題
す
る
史
料
（『
後
編
』
五
―
九
三
八
）

が
存
在
し
、
宛
先
の
四
家
老
は
寛
永
一
三
年
一
一
月
段
階
で
国
許
に
居
た
蓋
然
性
が
高
く
、〔
史
料
2
〕
は
寛
永
一
三
年
の
発

給
と
推
測
で
き
る
。

（
27
）
岡
佳
子
「
鳳
林
承
章
と
『
隔
蓂
記
』」（
岡
ほ
か
編
『
寛
永
文
化
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
『
隔
蓂
記
』
の
世
界
』
思
文
閣
出
版
、
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一
九
九
八
年
）
参
照
。

（
28
）
国
立
公
文
書
館
蔵
。

（
29
）
安
田
富
貴
子
「
天
下
一
薩
摩
太
夫
小
考
」（
同
『
古
浄
瑠
璃
』
八
木
書
房
、
一
九
九
八
年
）。

（
30
）
池
内
前
掲
「「
大
君
」
号
の
歴
史
的
性
格
」。

（
31
）
右
に
同
じ
。

（
32
）
右
に
同
じ
。

（
33
）『
対
外
関
係
史
総
合
年
表
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
参
照
。

（
34
）
池
内
前
掲
「「
大
君
」
号
の
歴
史
的
性
格
」。

（
35
）
木
土
前
掲
「
琉
球
使
節
の
成
立
」。

（
36
）
三
宅
正
浩
「
近
世
前
期
の
京
都
と
西
国
大
名
」（『
日
本
歴
史
』
七
九
五
、
二
〇
一
四
年
）。

（
37
）
藤
田
前
掲
『
幕
末
の
天
皇
』（
一
七
一
～
一
七
二
頁
）。


